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研究成果の概要（和文）：本研究では，思春期の学校メンタルヘルスに，自尊感情や自尊感情の安定性，随伴性自己価
値がどのような影響を与えるのかを検討することであった。まず，大人とは異なり，子どもでは自尊感情が低く不安定
な者の攻撃性が高いことが示された。また，随伴性自己価値の高さは内省的で気持ちを切り替えるような怒り処理を行
う一方で，ストレッサーと組み合わさると，ストレス反応が高まることも示された。一方，思春期の子どもにとって自
尊感情の変動性は安定的な指標とならない可能性が示唆され，結果の解釈は慎重である必要がある。

研究成果の概要（英文）：In this study,I examined how global self-esteem, stability of self-esteem and cont
ingency of self-worth affect to school adjustment among Japanese adolescents. First, I confirmed that stud
ent who had low self-esteem and high instability of self-worth showed more aggressive behavior compared wi
th those who had high self esteem. And I also found that stress response was higher in those who have high
 contingent self-worth when school stressors were evoked. But contingent self-worth showed positive correl
ation to with appropriate coping of aggression.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまで自尊感情は様々な適応的な行動

や学業成績，精神的健康と関連するとされ，
いかに自尊感情を上昇させるかに大きな関
心 が 寄 せ ら れ て き た (Baumeister et 
al.,2003)。確かに高い自尊感情は個人的な
満足感や集団における主導権を導くが，逆に
低い自尊感情が暴力や薬物を説明するわけ
でもなく（Baumeister et al,2003 ），「高い
自尊感情」と「最適な自尊感情」が本質的に
異 な る こ と を 踏 ま え る 必 要 が あ る
（Kernis,2003）。むしろ逆に高すぎる自尊感
情が社会適応を阻害する可能性にも注目が
集まり（Baumeister et al.,2003 ），測定し
ている自尊感情の構成要素の中には，その安
定性や病的な自己愛を統制しきれていない
可能性が指摘されている（Baumeister＆
Bushman,2000）。 
Rosenberg（1986）は「とてもよい」自己

像ではなく「これでよい」という自己像を測
定するために，Rosenberg 自尊感情尺度を作
成した。それと同時に Rosenberg（1986）は，
自尊感情は Barometric な安定性と Baseline
安定性があることを指摘し，前者は短期間で
の変動性を，後者は長期にわたっての変動性
を意味するとした。このように自尊感情には
ある程度の変動性（不安定性）があることは，
当初から指摘されていたものの，そうした視
点が自尊感情研究に取り入れられるように
なったのは，その指摘からしばらく経ってか
らのことであった。 
自尊感情の変動性は主に成人を対象とし

て研究が蓄積されてきた。例えば，それは攻
撃性(Kernis et al., 1989)や抑うつ(Kernis 
et al., 1991)を説明することが示され，少
なくともメンタルヘルスや対人関係とネガ
ティブに関連することが明らかとなってい
る。子どもを対象とする研究では，松原・藤
生（2005）は自尊感情の変動性と他者評価の
攻 撃 性 と の 関 連 を 示 し ， Wachull & 
Kernis(1996)は内発的動機づけや攻撃性と
の関連を検討しているが，その数は非常に少
なく，大人と同じような周期やネガティブな
イベント依存性を持っているのかについて
はそもそも検討されていない現状もある。 
Rosenberg(1986)は，上記の自尊感情の変

動性や安定性に関して，様々なソースからの
情報は基本的に矛盾した情報を含み，それゆ
えに外的な評価に本質的な重要性を置く者
はそうでない者よりも，日替わりの自己評価
として揺れ動いてしまうとも述べている。つ
まり，他者からの評価に自己の価値を置く者
は自尊感情が不安定になることを指摘して
いる。そして，この視点は，随伴性自己価値
（自尊感情）や自己価値(自尊感情)の随伴性
（contingencies of self-worth）と定義さ

れ，研究が行われてきた。随伴性自己価値と
は，自己の価値が何らかの外的基準の査定に
依存しており，その基準で高い（低い）達成
を得ることと己の自尊感情とが共変動する
ことである。 
こうした外的な基準に過剰に迎合し，個人

の欲求を押し殺してでも周囲に合わせる傾
向は過剰適応と定義され，その非適応性が検
討されてきた（e.g.,石津・安保，2008，2009）。
随伴性自己価値では，過剰適応のように外的
な基準に基づく評価を常に求め続けねばな
らず，また自尊感情の基盤としてはとても信
頼性が低いため，日々出会う脅威に対して脆
弱性となりうる（Crocker,2002）。したがっ
て，自律性を含むより堅固な自己感覚に基づ
く「本当の自尊感情」と随伴性自己価値は正
確には区別されることとなる（Deci＆
Ryan,1985）。この随伴性自己価値は自尊感情
の変動性とも関連することが想定され，メン
タルヘルス上それは脆弱性でもあるとも考
えられている。現在の中高生は常に自己評価
を自覚せざるを得ない環境にあるが（佐藤・
杉原・藤生，2000），他者からの評価に敏感
になる時期である思春期を対象とした随伴
性自己価値の研究は世界的に見ても極めて
少ない。これまで，随伴性自己価値は自尊感
情とは無相関もしくは，弱い負の相関がある
ことや，随伴性自己価値が高い者は長期的に
見て問題を起こしやすいことが成人の研究
から指摘されている（Crocker&Park,2004）。 
 
 
２．研究の目的 
１）思春期は，多くの子どもの公的自意識

が増大し，外的な評価を重要視する時期であ
る。自尊感情の変動性性はストレスとどの程
度連動するのか，またその連動に個人差がど
のように見られるのかといった，安定性の個
人差に関する一層の基礎的検討が必要であ
る。それゆえ，自尊感情の高低，安定性，随
伴性がどのように学校メンタルヘルスを予
測しうるのだろうか。また，それらは単独に
作用するのか，もしくは相互に関連しつつ作
用するのだろうか。 
２）近年，児童生徒の「キレる」現象や校

内暴力の増加が懸念されている。不安定な自
尊感情は攻撃性と関連することはすでに示
されているが，自尊感情の高低や随伴性自己
価値が情動認識／情動調整や怒りの表現と
いった怒りの処理プロセスにどのような影
響を与えうるのだろうか。 
少なくとも，自尊感情を高低の視点だけで

捉えようとする試みはその限界が指摘され
（Kernis et al,1991），自尊感情のより複雑
な機能が注目される。そこで本研究では，思
春期における自尊感情の機能が，学校メンタ



ルヘルスとどう関連するのかを明らかにす
ることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 研究は大きく分け 4つに分類される。 
研究① 思春期における自尊感情の変動性
と自尊感情との関連 
調査協力者：北陸地方の中学生 142 名（男子
70 名，女子 72 名）を分析の対象とした。 
測度：①自尊感情尺度：山本ら（1982）によ
って作成されたRosenbergの自尊感情尺度を
使用した。 
②学校ストレッサー尺度：岡安ら（1999）に
よって作成された 12 項目を使用した。 
手続き：自尊感情尺度への回答は，月曜日か
ら金曜日まで 5日間連続で，帰りの会毎にお
願いした。また，金曜日にはそれに加え，ス
トレッサーの頻度も記入してもらった。また，
調査は 2 か月の期間をあけて 2 回行い
（Time1,Time2），それぞれ同じ手続きで回答
してもらった。5 日にわたる回答で得られた
自尊感情の個人内平均得点を level of 
self-esteem 得点（以下，自尊感情得点）と
し，5日間の個人内標準偏差を stability of 
self-esteem 得点（以下，変動性得点）とし
た。したがって，2 回の調査によって，自尊
感情得点，変動性得点，ストレッサー得点が
それぞれ 2回ずつ得られたことになる。 
 
研究② 思春期における自尊感情の変動性
と攻撃性の関連 
調査協力者：北陸地方の中学生 154 名（男子
82 名，女子 72 名）を分析の対象とした。な
お，調査協力者は研究①とは異なる。 
測度：①自尊感情尺度：山本ら（1982）によ
って作成されたRosenbergの自尊感情尺度を
使用した。 
②アタッチメント：アタッチメントの測定に
は 2 種類の尺度を用いた。一つ目は加藤
(1998）によって作成された Bartholomew ら
による4分類愛着スタイル尺度を中学生にも
わかりやすい表現に改定して用いた。この尺
度によって個人の愛着スタイルは「安全型」
「拒絶型」「とらわれ型」「おそれ型」の 4つ
に分類される。また，佐藤（1993）による親
への愛着尺度を，アタッチメントを量的にと
らえるために使用した。下位尺度は「不信・
拒否」「安心・依存」「分離不安」の 3つであ
る。 
③攻撃性：酒井ら（2000）による HAQC から
「短気」と「言語的攻撃」について，それぞ
れ友人に対する行動と家族に対する行動を
測定した。 
手続き：自尊感情尺度への回答は，月曜日か
ら金曜日まで 5日間連続で，帰りの会毎にお
願いした。また，金曜日にはそれに加え，ス
トレッサーの頻度も記入してもらった。また，
調査は研究①と同様に，2 か月の期間をあけ
て 2回行い（Time1,Time2），それぞれ同じ手

続きで回答してもらった。5 日にわたる回答
で得られた自尊感情の個人内平均得点を
level of self-esteem 得点（以下，自尊感情
得点）とし，5 日間の個人内標準偏差を
stability of self-esteem 得点（以下，変動
性得点）とした。 
 
 
研究③ ストレス脆弱性としての随伴性自
己価値 
調査協力者：北陸地方の中学生 371 名（男子
184 名，女子 187 名）を分析の対象とした。 
測度：①自尊感情尺度：山本ら（1982）によ
って作成されたRosenbergの自尊感情尺度を
使用した。 
②随伴性自己価値尺度：石津・下田（2012）
による尺度を用いた。これは Burwell＆
Shirk(2006)による、随伴性自己価値尺度の
日本語版であり，原著者の許可を取り日本語
に翻訳し，信頼性および妥当性が確認されて
いる。 
③学校ストレッサー尺度：岡安ら（1999）に
よって作成された 12 項目を使用した。 
④ストレス反応尺度：岡安ら（1999）によっ
て作成された 16 項目を使用した。 
手続き：素因ストレスモデルを確認するため，
調査は 2か月の期間をあけて 2回実施された。 
 
研究④ 自尊感情と随伴性自己価値が怒り
の処理に及ぼす影響 
調査協力者：北陸地方の中学生 375 名（男子
198 名，女子 177 名）を分析の対象とした。 
測度：①自尊感情尺度：山本ら（1982）によ
って作成されたRosenbergの自尊感情尺度を
使用した。 
②随伴性自己価値尺度：石津・下田（2012）
による尺度を用いた。これは Burwell＆
Shirk(2006)による、随伴性自己価値尺度の
日本語版であり，原著者の許可を取り日本語
に翻訳し，信頼性および妥当性が確認されて
いる。 
③学校での怒りの多次元尺度：下田・寺坂
（ 2013 ） に よ っ て 翻 訳 さ れ た ，
Multidimensional School Anger Inventory 
(MSAI; Smith & Furlong, 1998) を用いた。 
④怒り表現尺度：反中（2008）による尺度を
用いた。項目数の関係から，ここでは友人場
面にのみ限定して，回答してもらった。 
手続き：本研究は横断的研究であるため，複
数回の回答は求めていない。帰りの会におい
て，担任の先生によって一斉に配布し，回答
の後回収された。 
また，上記すべての研究において，倫理的

な配慮について，各学校長と話し合い，回答
拒否権，個人情報の保護などは十分な説明を
行った。 
 
４．研究成果 
研究① 
 まず，自尊感情の変動性がどの程度変化す



るのかについて，Time1 と Time2 の自尊感情
の変動性得点間の相関係数を算出したとこ
ろ，r=.28(p<.01)であり，弱い関連が示され
た。一方，自尊感情得点も同様の相関係数を
算出したところ，r=.82(p<.01)であった。こ
の結果は，自尊感情の高さ（低さ）は 2か月
の期間をあけても非常に安定的であるのに
対し，変動性は安定的な指標とは言えないこ
とが示唆された。 
 続いて，自尊感情とその変動性との関連を
調べるために，Time1 と Time2 の相関係数を
算出したところそれぞれ，r=-.25(p<.01)と
r=-.31(p<.01)であり，先行研究通りの弱い
負の相関が示された。 
 また，自尊感情とその変動性についての関
連性を縦断的に調べるために，交差効果遅延
モデルを検証たところ，紫蘇感情の高さは変
動性を低める方向に作用するが，変動性が自
尊感情の高低に影響を与えるわけではない
ことが示された。一方，学校ストレッサーは
自尊感情には影響を与えるものの，変動性に
はほとんど影響しないことが示された。 
 
研究② 
自尊感情得点とその変動性得点を，平均値

を基にそれぞれ高群と低群に分け，4 つの組
み合わせを作成し，アタッチメントとの関連
を検討した。χ² 検定を行った結果， 
自尊感情とその変動性の組み合わせとアタ
ッチメントタイプに偏りが見られた（χ
²(9)=16.29, p<.10）。残差分析の結果，自尊
感情高群かつ変動性低群はアタッチメント
タイプが「安定」の所に有意に多く偏り，自
尊感情と変動性のどちらも低い群は「安定」
に少なく偏っていた。これらの関連を量的に
調べるため，相関係数を算出した。その結果，
自尊感情は「不信・拒否」「安心・依存」「分
離不安」の愛着と関連を示したが，変動性は
無相関であることが示された。 
攻撃性との関連を調べるため，友人と家族

それぞれの「短気」と「言語的攻撃」を従属
変数，自尊感情とその変動性をそれぞれ独立
変数とした階層的重回帰分析を行った。
step1 では自尊感情とその変動性を，step2
ではその交互作用項を加え step1 から step2
の⊿Ｒ²を算出したところ，友人への短気と
家族への短気において，有意な⊿Ｒ²が見ら
れ，交互作用項の影響が見られた。下位検定
の結果，Kernis らの結果とは異なり，子ども
の場合，自尊感情が低くかつ変動性が高い者
ほど，短気を起こしやすいことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Figure2 友人への短気への影響性 

研究③ 

まず，Time1 と Time2 それぞれの自尊感情
と随伴性自己価値との相関係数を算出した
と こ ろ ， そ れ ぞ れ r=-.17(p<.01) と
r=-.17(p<.01)であり，非常に弱い負の相関
が示された。 
一方で，自尊感情と随伴性自己価値がスト

レス反応に与える影響を検討するために，
Time1 得点の自尊感情，随伴性自己価値，ス
トレス反応得点からTime2のストレス反応へ
の影響性を検討した。なお，ここでの Time1
ストレス反応は共変量となっている。その結
果，自尊感情も随伴性自己価値も単独では 2
か月後のストレス反応には影響を与えてい
ないことが示された。 
続いて，自尊感情と随伴性自己価値がスト

レッサーのストレス反応に与える影響力の
強さに作用するか否かを検討するため，階層
的重回帰分析を行なった。まず，自尊感情に
ついて検討するため，step1では性別とTime1
ストレス反応を，step2 では自尊感情とスト
レッサーを加え，step3 では自尊感情とスト
レッサーと自尊感情の交互作用項を投入し
た。従属変数を time2 のストレス反応とする
重回帰分析を行ったところ，step1から step2, 
step2 から step3 への⊿Ｒ²が有意なであり，
交互作用項の影響が見られた。下位検定の結
果，自尊感情が低くストレッサーが多い者は，
ストレッサーが多く自尊感情が高い者より
も，強いストレス反応を示した。同様の分析
を，随伴性自己価値についても検討した結果，
Figure3 に示されるように，ストレッサーが
低いときは随伴性自己価値が高い者はスト
レス反応がより低いが，ストレッサーが強く
なるにつれ，ストレス反応が急激に高まるこ
とが示された。 
 
研究④ 
 最後の研究では，高自尊感情者に加え，高
随伴性自己価値者の怒り処理のプロセスを
検討した。まず研究③と同様に，自尊感情と
随伴性自己価値の相関を算出したところ，
r=.02（n.s.）であった。怒りの処理につい
ては二つの尺度を用いたが，まず MASI では
怒り換気場面でどの程度怒りを感じるかを
測定する「怒り体験」と，処理のプロセスと
して「皮肉的態度」，「破壊的表出」，「積極的
対処」から構成される。怒り表現尺度では怒
りの表現を抑制したり，言い返せない傾向で
ある「怒りの内向性」，仕返しや表情への出
やすさを測定する「怒りの外向性」，気を静
めようとしたり，自分のことを振り返るよう
な「怒りのコントロール」から構成される。 
 ここでは，これまでの研究とは異なり，デ
ータは横断データであるので，上記の変数を

 



従属変数に，性別，自尊感情，随伴性，それ
らの交互作用項を独立変数とした重回帰分
析を行った。「怒り体験」に対しては，弱い
ながらも随伴性自己価値から影響を受けて
いることが示された（β=.12, p<.05）。また，
に「皮肉的態度」には自尊感情が負の影響を
与えていたが（β=-.27, p<.01），随伴性自
己価値の影響は見られなかった。「破壊的表
出」には自尊感情が負の影響を与える一方で
（β=-.25, p<.01），随伴性自己価値は正の
影響を示していた（β=.11, p<.05）。「積極
的対処」には自尊感情も随伴性自己価値も正
の影響を示した（それぞれβ=.12, p<.05，
β=.12, p<.05））。 
 怒りの表現については，「怒りの内向性」
については随伴性自己価値が正の影響，自尊
感情が負の影響を与えており（それぞれβ
=.28, p<.01，β=-.21, p<.01），「怒りの外
向性」に対しても随伴性自己価値が正の影響，
自尊感情が負の影響を示した（それぞれβ
=.11, p<.05，β=-.26, p<.01）。「怒りのコ
ントロール」に対しては，随伴性自己価値が
正の影響を示した（β=.14, p<.05）。また，
随伴性自己価値と自尊感情の交互作用項の
影響が有意であり，下位検定の結果，自尊感
情が高く随伴性自己価値が高い者は「怒りの
コントロール」が高いが，同じ自尊感情が高
く随伴性自己価値が低い者は，「怒りのコン
トロール」が低いことが示された。 
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